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▲ 2 月 19 日、猪名川小学校に和歌山
県漁業協同組合連合会の方々が訪れ、5
年生の 2 クラスで「まぐろを知ろう！」
の授業が行われました。授業では、マグロの種類や世界の漁
獲量のほか、和歌山県での漁法やその様子などが紹介され、みんな興味津々。
　授業のあとの給食は和歌山県産のまぐろを使った「まぐろコロッケ」。子ども
たちは授業でのお話を思い出しながら、コロッケをパンにはさんだコロッケバー
ガーを美味しそうにほおばっていました。

給食「学び」のきっかけに♪
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開室日　　日曜日＝4・11・18・25日
　　　　　水曜日＝7・14・21・28日
　　　　　金曜日＝2・9・16・23・30日
　　　　　土曜日＝3・10・17・24日
開室時間　午前10時～午後５時
　　　　　※土曜日は午後０時30分まで                                                   

▷休館日　毎週月曜日、館内整理日1日（木）
▷開館時間　午前10時～午後6時
▷展示　「文学賞受賞作品」＝4月2日（金）～
6月2日（水）まで

 

宇宙りょこうへでかけるえほん
てづかあけみ／作・絵　パイインターナショナル

　宇宙飛行士でなくても宇宙旅
行ができるようになる日まで、
もう少し。宇宙のことや無重力
での暮らしを、わかりやすい
絵で説明したこの本でイメー
ジしてみてはいかが。後半は、
無重力体験飛行や国際宇宙セ
ンターに滞在するパターンな

どさまざまな宇宙旅行の案内も載っていて、
近い未来がますます楽しみになります。【低
学年～・48 ページ】

宇宙に行くことは地球を知ること　
「宇宙新時代」を生きる

野口聡一、矢野顕子／著　林公代／取材・文　光文社 

　昨年 11 月、3 度目の宇宙に飛び出した宇
宙飛行士の野口氏。その打ち上げの少し前に
出版された本書では、ミュージシャ
ンの矢野氏を聞き手に、リアルな宇
宙体験と、新型民間宇宙船を含む
開発の様子、コロナ禍での現状な
どが詳しく語られます。宇宙を身
近に感じると同時に、今自分たち
が生きている地球の神秘を再認
識する本。【一般～・262 ページ】

こんな本いかが？ 　1961 年 4 月 12 日に世界初の人を乗
せた人工衛星が打ち上げられてから 60
年。宇宙飛行に関する本を紹介します。

4がつ としょかん通信
▷問合せ　図書館　（☎ 766 − 3238）
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4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

A
柏原公民館

水
14:00 ～ 14:15

14 12 9 14 4 8消防署北出張所 14:45 ～ 15:05
大島わはは小屋 15:20 ～ 16:00

Ｂ 楊津小学校 火 13:40 ～ 15:30 20 18 15 13 未定 14

C 杉生自治会館 金 13:00 ～ 13:15 16 21 25 9 未定 10大島小学校 13:25 ～ 15:20

D 杤原公会堂 水 14:40 ～ 15:00 21 19 16 21 18 15アイディタウン入口付近 15:20 ～ 15:50

Ｅ 東山自治会東山公園 金 14:00 ～ 14:30 23 28 18 30 27 24伏見池公園前 15:15 ～ 16:00
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最新のテクノロジーが生活を豊かに

▲ 3 月 16 日、兵庫県と大阪市立大学都市防災教
育研究センターの連携により行われている「ド
ローンを活用した災害時の生活用品の運搬などの
実証実験」の一環として、大島小学校でドローン
の体験授業が行われました。
　初めてドローンに触れた子どもたちは、ドロー
ンなどの先端技術が支える「未来の生活」につい
て学び・考える貴重な機会となりました。

こども上映会
▷とき　4月24日（土）午前11時～ 11時
30分
▷ところ　中央公民館 視聴覚ホール
▷内容　にっぽん昔影絵ばなし（「いっす
んぼうし」「つるとかめ」他全3編）
▷定員　先着30人
▷参加費　無料
※マスク着用をお願いします

郵便局との連携協定を締結

▲ 3 月 18 日、町役場で「猪名川町と日本郵便
株式会社との包括的連携に関する協定調印

式」を行ないました。
　今後、高齢者や子どもの見守りを

行う「地域あんしん応援隊」を結
成し、郵便局のネットワーク

を生かした活動などに取り
組んでいきます。


